
 

 

（参考 1－2） 

 

統計法（平成 19 年法律第 53号）（抄） 

 

（定義） 

第二条 

４ この法律において「基幹統計」とは、次の各号のいずれかに該当する統計をいう。 

 一 第五条第一項に規定する国勢統計 

 二 第六条第一項に規定する国民経済計算 

 三 行政機関が作成し、又は作成すべき統計であって、次のいずれかに該当するも

のとして総務大臣が指定するもの 

  イ 全国的な政策を企画立案し、又はこれを実施する上において特に重要な統計 

  ロ 民間における意思決定又は研究活動のために広く利用されると見込まれる

統計 

  ハ 国際条約又は国際機関が作成する計画において作成が求められている統計

その他国際比較を行う上において特に重要な統計 

 

（基幹統計の指定） 

 第七条 総務大臣は、第二条第四項第三号の規定による指定（以下この条において

単に「指定」という。）をしようとするときは、あらかじめ、当該行政機関の

長に協議するとともに、統計委員会の意見を聴かなければならない。 

 ２ 総務大臣は、指定をしたときは、その旨を公示しなければならない。 

 ３ 前二項の規定は、指定の変更又は解除について準用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


